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～ 改正小型無人機等飛行禁止法が から施行されます！ ～

近年、ドローンの性能が飛躍的に向上しているほか、利活用の場が広がるなど入手が容易と
なっており、ドローンがテロリストやローン・オフェンダー等に悪用されるおそれがあることから、
技術の発展に伴う危険なドローン飛行への対策を強化する必要がある。

背 景

（重要施設の敷地・区域）＋ （レッドゾーンの周囲おおむね300ｍ）
においてドローン等の飛行を原則禁止
【違反態様】
① の上空においてドローン等を飛行させた場合
② の上空においてドローン等を飛行させ、かつ、

警察官等からの命令（ドローン等の退去等を命ずること）に
違反した場合

改正前

１年以下の拘禁刑又は
50万円以下の罰金

（重要施設の敷地・区域）＋ （レッドゾーンの周囲 おおむね1,000ｍ）
においてドローン等の飛行を原則禁止
【違反態様】
① の上空においてドローン等を飛行させた場合

② の上空においてドローン等を飛行させた場合

③ の上空においてドローン等を飛行させ、かつ、
警察官等からの命令（ドローン等の退去等）に違反した場合

改正後

６月以下の拘禁刑又は
50万円以下の罰金

１年以下の拘禁刑又は
50万円以下の罰金

拡 大

新 設

１年以下の拘禁刑又は
50万円以下の罰金

改正前
300ｍ

改正後
1,000ｍ

飛行禁止エ リア

重要施設の
敷地・区域

飛行禁止エリアでドローン等を飛行させる場合には警察への事前通報等が必要です。

重要施設とは

① 国の重要施設 ② 外国公館等

③ 防衛関係施設 ④ 空港

⑤ 原子力事業所
※改正法により

①に「警察庁長官が指定する国内要人が所在する施設」

②に「外務大臣が指定する外国要人が参加する国際会議場等」

が追加され、期間を定めて指定されることになります。

規制の対象となるドローン等とは

○ 小型無人機（重量100ｇ未満の機体を含む。）

ドローン、ラジコン機、農薬散布用ヘリコプター等

○ 特定航空用機器

気球、パラグライダー、ハンググライダー等

小型無人機等飛行禁止法や事前通報等の詳細は兵庫県警察ウェブサイトをご参照ください。

https://www.police.pref.hyogo.lg.jp/tetuduki/drone/index.htm


